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1.珍嵩の『孔目章記』

韓国僧侶の著作の中には後世、韓国には伝存せず、日本にのみ伝わった著

作が少なくない。その中には元暁や慣興といった新羅時代の僧侶の著述のほ

か、知的のように高麗時代の僧侶の著述もある1。これは韓国と日本の仏教交

流の緊密きを物語るものであり、韓国古代の仏教文献があまり残存しない現

在において日本に伝わった仏教文献は、韓国の仏教はもちろん古代東アジア

の仏教思想を理解する上にその資料的価値は計り知れない。こうした中、惜

しまれることに日本に伝わった韓国仏教文献の中には、 書名だけが伝わり実

際の書籍は散逸した場合が少なくない。しかし、幸いなことに最近、韓国と

日本の両国の学者の努力により、後代日本の仏教文献所引の資料からこのよ

うな逸失した諸文献の逸文を収集し、その内容を復元する試みが継続して行

われている。本論文で扱う珍嵩撰の『孔目章記』も書名のみ伝わる新羅仏教文

献の一つで、従来その実体は全く知られなかった。しかし、近年筆者は日本

に伝存する仏教文献のなかでこの書物の逸文と考えられる資料を発見した。

そこで本稿ではその内容について吟味 ・検討していきたい。

珍嵩の『孔目章記』は、現存する韓国の仏教資料にはその痕跡が見えない

が、日本の仏教文献目録には早くからその存在が確認されている。 日本の現

存最古の仏教文献目録である円超撰『華厳宗章疏井因明録』（914年）と永超撰

1知豹の『華厳論節要』は韓国では忘れられたもので・あるが、 日本の金沢文庫に所蔵された筆写本を金知見先生

が1963年に校註 影印して紹介し広〈知られるようになったo 『華厳論節要』の日本てeの受容および流通過程に

ついて12-13世紀の韓日仏教交流と関連してより詳細に検討する必要がある。この点については今後の課題とし
fこし、。
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「東域伝灯目録』（1094年）に「新羅珍嵩」の著述として「孔目章記』六巻が記載さ

れており2、凝然（1240-1321）撰『華厳宗経論章疏目録』には珍嵩の著作として

『ー乗法界図記』一巻が収録されている3。また、 9世紀中半の著述とされる増

春の『華厳一乗義私記』には正確な書名は不詳であるものの「新羅珍嵩記」が引

用され4、さらに鎌倉時代末期から南北朝時代の僧侶果宝（1306・62）が編纂した

『宝冊紗』には「青丘釈珍嵩」の著述である『探玄記私記』が引用されている5。

以上、珍嵩には少なくとも三種類の著述が存在 したことがわかり、その書名

から、彼が義相以後の新羅華厳学の僧侶であること、義相をはじめとして智

僚と法蔵の著述に註釈を施した人物であることがわかる。しかし、現状では

引用状況から彼か：10世紀初以前に活躍したことが推定きれるだけであり、活

動時期や師承関係、思想的傾向などについてはよく知られていない。

このように珍嵩に関しては彼の著述の名前だけが知られているが、平安時

代初期の仏教文献に引用されている新羅出身の僧侶が作った『孔目章』注釈書

ははかならぬ珍嵩の『孔目章記』であり、したがって珍嵩の思想内容を窺がえ

る資料として注目される。珍嵩あるいは『孔目章記』という名前は見えない

が、韓国はもちろん日本に珍嵩以外の新羅出身の僧侶が『孔目章』に対する註

釈を施した事実が知られていないことから、この資料は珍嵩の『孔目章記』の

逸文である可能性が高いためである。そこで以下では具体的にこの資料が珍

嵩の「孔目章記』の逸文である可能性を検討しまたこの資料の内容を紹介し

たい。

2大正蔵55、1134a、1147a。

3日仏全1、250。

4大正蔵72、32c。

5果宝『宝珊量生、』巻8（大正蔵77、826b）「探玄記第三私記（青丘釈珍嵩撰）云馬鳴起信論一巻依漸剃経二巻造

此論而道跡師目録中云此経是偽経故依此経造起信論是偽論也」この記録に出る 〈道跡師目録〉は占察

経（漸剃経）を疑偽経と収録する道宣の『大唐内典録」（巻九、歴代所出疑偽経論録第八、大正蔵55、335c)

を指すと考えられる。望月信亨r仏教経典成立史論』（法蔵館、 1946年）はこの『宝冊紗』の内容を引用しながら

該当部分を「道宣師目録よ記している。彼が見fこ『宝珊紗』の内容が大正蔵と異なっていた可能性がある。
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2.『孔目章記』逸文としての『新羅記』・『青丘記』

1）『孔目章』注釈書としての『新羅記』と「青丘記』

新羅人による『孔目章』の注釈書と考えられる資料を引用しているのは、平

安時代初期の華厳宗文献と考えられる『華厳一乗成仏妙義』（以下「成仏妙義』）

と『華厳十玄義私記』（以下「十玄私記』）で、ある。前者は新羅出身僧侶である見

登が日本で著述した文献で、 華厳宗の成仏理論を智徹、義相（湘）、法蔵など

の著述に依ってまとめた書物であり6、後者は著者未詳で、法蔵の「五教章』義

理分斉の中の「十玄無碍義Jに対する注釈書である7。二つの書物はいずれも

『孔目章』の文章を説明する際に『新羅記』と『青丘記』という書物を引用してい

る（引用文は後掲の引用資料を参照きれたい）。

これらの書物で、は『新羅記』と『青丘記』という別々の名称、を使用しているの

で、それらはそれぞれ別個の書物と考えられる。しかしr新羅J沙門をr青丘」

沙門と表現するように、 青丘は新羅の別称として広〈使用されるので、 二つ

の書物の名称は同一書を指したものと見なければならないだろう。この推測は

二書の具体的な引用形式からも裏付けられる。『成仏妙義』には、最初の引用

箇所では『青丘記』と『新羅記』とするが、それ以後は全て「記』となっている。

もし『青丘記』と『新羅記』が別途の書物であれば後半で単純に「記」と表現する

のではなく、『青丘記」と『新羅記』の中、どちらの書物を指すのかは明示した

はずであろう。それ故、これらの二書は同一書とみなしてよかろう。

『新羅記』あるいは『青丘記』が『孔目章』の注釈書であることは引用内容から

容易にわかる。それは、後掲の逸文資料に見えるように、『成仏妙義』ではま

ず『孔目章』の文章を提示した後、その内容に対する説明として『新羅記』ある

いは「青丘記』の文章を引用しているが、それらの大部分は『孔目章』の該当箇

所に見える用語や概念に対する説明であるからである。また、この書物に「此

6雀訟槌（2001）新羅見登.Qj著述斗思想傾向，『韓国史研究』 105，ソウル。

7『華厳十玄義私記』はこれまで紹介されていない書物であり、現在、竜谷大学図書館と身延山大学図書館とに

それぞれ1種類の筆写本が所蔵されていることが確認されている。 二つの筆写本は、すべて上下2冊からなり、

若干の文字の差異はあるものの同じ系統の底本を筆写したものと考えられる。竜谷大学本には筆写年代が記録

されていないが、本来、坂本幸男所蔵本であった身延山大学本には1817年（文化丁丑）に筆写したとの筆写記

が記録されている。
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章J［資料（10）・（19）］と言及されている文献はその内容からr孔日章Jで、あること

がわかり、 r孔日章Jに引用されている「大乗向性経」と「修時章」がどの経典で

あるのかに関する説明もある｛資料（19）］ので、このr新羅記」あるいは「青丘記J

という書物が「孔目章Jの注釈書であることは疑問の余地がないであろう。一

方、 r十玄私記」では、『成仏妙義」のように『孔日章」の文章に続けてr新羅記』

あるいl珂丘記』の文章を引用する形態ではないが、引用内容からっし目章；

の注釈書であることがわかる。後掲の資料に見るように、三つの文章の引用

文はすべて「孔目章』の解釈と関連して著述されている80

2) IF子し目章記Jと「新羅記」・『青丘記』

以上のように『成仏妙義」と「十玄私記』に引用される『新羅記」あるいは「青

丘記Jが『孔日章」に対する問書てかあることが判明した。しかし、この書物一

一つ、だれによって著作されたかという点については『成仏妙義」と『十玄私

干はもちろん、他の資料にも全く言及されていない。従来r新羅記』あるいは

自青丘記」の性格に言及したのは高靖普氏が唯一である。高均晋氏は『新羅記』

を元暁の「華厳経疏」lこ、 r青丘記」を太賢の「華厳経古遮記」lこ推定してし：

る9。ところが、 r新羅記」とr青丘記Jとが同ーの書物であり、かつ『孔自室nに

対する注釈書と川点を考慮すると、この推定は妥当とは言えず、こー以

下の点から見て珍嵩のr孔日章記』と同ーの書物と考えられる100

その最大の理由は、新羅人の著述ていF孔目章」の注釈書は珍嵩の著述以外

子知られないことである。もちろん新羅の仏教文献は現存するものが撞めて少

なしまたどのような書物が存在していたのかという点についても判然としな

いため、珍嵩以外にも別のr子L日章Jの注釈書が存在した可能性を完全に排除

8平安時代の著述と考えられる著者未詳のr成唯識論本文抄」lこもr新羅5己」とL、う名前の文献が引用きれてιヲ
が（大正蔵仏 788c）、この文献l土内容から 唯識論JI する注釈書であり ててや扱う『子L目章Z己」とlま
個の書物である。この書物もやはり時制の著述という点で『新羅記Jに言及ふと考え問。

9高胡晋（1989）「韓国古代仏教思想史山東国大出版部， pp.359-3610

10 なお、身延山大学本『十玄私記」の表紙の裏面には、 r新羅記」と『青丘記Jをそれぞれ元暁のr五教記』とr担

架経宗要Jとに推定しながら、その根拠として凝然r五教章通路記Jのr海東記者新羅先掠作五教記Jという一

文と親円『華厳種性義抄」において元暁（「浬繋経宗要」）をr青丘元暁大師Jときうすのを引用した短い注記があ

この注記はこの書物の所蔵者であった坂本幸男が記録川のと考えられる；、

う表現に注目したものであり、その内容を十分に検証したものではない ず これもやはり新緩と青丘とい
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することはできない。

しかし、少なくとも日本にまで伝来し日本僧侶の著述所引の「孔目章」注釈

書としては珍嵩のF孔目章記」以外に想定することは難しい。なぜなら奈良時

代の写経日録をはじめとして日本国内の仏教文献に関する記録の中で、珍嵩

以外の人物が著わした『孔目章』に対する注釈書はいまだ発見されていないか

らである。仮に『成仏妙義」と F十玄私記」所引の書物が珍嵩の著述でないとす

れば、『成仏妙義」と『十玄私記」の著者は珍嵩の書物との混同を避けるために

もその著述者を明確に示したはずである。

また、『新羅記』あるいは『青丘記』を珍嵩の『孔日章記」と推定できる他の根

拠は、増春の『華厳一乗義私記」に珍嵩の著述を「新羅珍嵩記Jという名称で

引用している点である。引用文の内容は、無尽義は同教ではなく別教の教え

であるというが、なぜ無尽義を説く帝絹無碍を『探玄記」では同教と説くのか

との質問に対して、「新羅珍嵩記』を引用し『探玄記』の同教は文字の錯誤であ

り、本来は門教が正しいと語る箇所である。［詳細な内容は後の資料（26）参照］

問爾何十重唯識章云帝網無碍故説唯識総具十重約同教説乎既帝網無碍唯

識約同教説云云何今云！可教中不説無尽義答新羅珍嵩記云同字謬也可作円字

云云意、可云約円教説不可云約同教説云也

このr新羅珍嵩記Jが珍嵩のどの著述を指すのかは明確ではない。ただ、「新

羅珍嵩記』の引用内容が『探玄記」本文に関するものであることと、珍嵩が『探

玄記私記』を著述したことから、これは珍嵩の『探玄記私記」である可能性がた

かい。しかし「新羅珍嵩記』は議論の過程で「孔目章」を引用しており、また

りし日章」にも司教と別教との違いが議論されることから、これが『子し日

の可能性もある。いずれにしても重要なことは珍嵩の書物を「新羅珍嵩記Jと

呼称しているということであり、 r新羅珍嵩記」は『新羅記』と棺通ずる名前で

ある。 r新羅珍嵩記」から珍嵩という人名を除外すれば、まさに『新羅記』とな

り、 r新羅珍嵩記」が珍嵩の『新羅記』であると見て大きい過ちはないであろ

フ。

なお、珍嵩はr青丘釈珍嵩」とも呼ばれていることから11、彼の著述をf青丘
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z己』とすることについても何の問題もないであろう。

3.『孔目章記』逸文の内容と特徴

1）逸文の内容

珍嵩の『孔目章記』と推定きれる『新羅記』、あるいは「青丘記』を最も多くヲ｜

用している文献は見登の『成仏妙義』で、そこには22箇所に引用きれている。

元来、『干し目章記』が註釈する「孔目章』の該当部分と「成仏妙義』で、の引用状

況を対応きせたのが後掲資料（1）ー（22）である。この資料に見えるように、五つ

の部分から構成されたr成仏妙義』のうち、『孔目章記』の引用は第二の弁定得

入門と第三の顕教差別門、そして第四の疾得成仏種類門などにみえる。その

うち、弁定得入門と疾得成仏種類門はそれぞれ1回の引用に止まるが、顕教

差別門では20回にわたり引用きれており、その引用された分量も相当である。

顕教差別門は本来、りし目章」巻三の「初明十地品十地章』の内容を引用し、

それを説明する体裁となっているか:12、実際は説明の半分以上が『孔目章記』

の引用となっている。このため少なくとも「孔目章』の「初明十地品十地章Jに

関する限り、『孔日章記』の内容を相当部分復元することができるのである

[(3）ー（η、（10）ー（22）］。ただ、顕教差別門所引のもののうち、小乗において成仏

する時までに要する劫の単位を説明する部分［（8) (9）］だけは「孔目章」巻四の

「阿僧祇品時劫章」への註釈である。 なお、弁定得入門と疾得成仏種類門で、

引用する『孔目章記』の内容は『孔目章』巻四の「釈四十五知識文中意章Jへの

註釈である［（1) (2）］。

「十玄私記』には『孔目章記』の内容を3箇所引用しているが、その内容から

っし目章」巻ーの「天王讃仏説備初首顕教分斉義」に対する註釈部分と考えら

れる。これらを『孔目章』の該当する部分とともに整理したのが資料（23）ー（25）で

ある。相当な分量の『孔目章記』の内容を本来の文章そのまま引用する『成仏

妙義』と比べると、「十玄私記』で、の引用はあまりに少ない量に止まり、それき

11前註5）の『宝珊紗』引用文を参照。

12韓仏全3、729br依孔目第三塁£穴教差別JJo
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えも本来の文章のまま正確に引用 したのではなく、 主たる論旨のみに縮約し

紹介するに止まっている。しかし、『成仏妙義』所引の逸文が後代の華厳関係

の文献で言及きれないのとは異なり、『十玄私記』所引の内容は、以後も継続

して日本の華厳学界で言及きれることが注目される（詳細は後述する）。これは

『成仏妙義』よりも『十玄私記』が、より広〈読まれていたためではないかと考

えられる130

なお、前に言及したように、『ー乗義私記』にもr新羅珍嵩記」の内容が引用

きれているが、この部分は内容から珍嵩の『探玄記私記』である可能性が高

い。ただ『孔目章記』である可能性を完全に否定することはできないために一

緒に整理した［資料（26）］。

続いて以上の逸文の内容を簡略に整理してみよう［（26）に対しては前に内容

を紹介したため省略する］。まず『成仏妙義』所引の逸文を見ると、（1）と（2）は、

長い修行を経ずに直ちに成仏する疾得成仏に対する説明である。 『孔目章』で、

はこれを一生成仏、見開成仏、一時成仏、一念成仏、無念成仏などに区分

しているが、（1）と（2）はそれぞれ一生成仏と無念成仏に対する補充説明であ

る。

(1）では、一生成仏の具体的な事例として『孔目 章』に説かれる普荘厳童

子、兜率天子、善財童子、 竜女などが一生に成仏する理由を説明しており、

(2）で、は華厳で説かれる無念成仏が『維摩経』の無念すなわちr一念不生即是仏J

とは他のものであると説いている。

(3）から（22）までは、『干し目章』で〉華厳の教判にしたがって、 各段階の教学ご

とに成仏に関する理論に違いがあることを説明する部分に対する補充説明で

ある。（3)-(5）は、人天乗に対するものであり、仏が人天にあらわれる姿に対す

る「孔目章』の言及を、より詳細に敷街し説明している。

(6）ー（9）は、小乗（二乗）の成仏理論に関する説明であるが、（6）と（ηは成仏に

至る段階に対するものであり、（8）と（9）とは成仏に至る時間について劫を単位

として説明している。

(10）ー（12）は、大乗初教の廻心教門での成仏理論に関する説明である。（10）は

ひこのような後代の引用を通して現伝する『十玄私記」写本の誤字を訂正することもできる。
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成仏に至る修行の段階である十地がどのような意味をもって設定されたのかを

地論宗文献の『法鏡論』を引用して説明し、つづいて同じ智僚の著述で、ある

『五十要問答』と『子し目章』において、十地を説明する内容が異なることに対し

て問題を提起した後、それに対して慧鏡徳の説明を引用し解明している。こ

こではまた一乗の教えを理解できない菩薩、すなわち仮名菩薩に対して智織

と法蔵の説明の仕方が異なる理由に対しても「法鏡論』にあらわれた地論教学

の教理に対する理解の違いとして解明している。なお、この仮名菩薩の問題

は新羅華厳学において議論の対象となった問題であり、この「孔目章記』の言

及は仮名菩薩の問題を理解するにあたり重要な示唆となる140 (11）は、廻心教

での無分別空理に対する言及であるが、廻心教の空は、依他法を認定する仮

相の空理であるため真如理ではないと説いている。（12）は廻心教での仏身に対

する説明である。

(13）は大乗初教の直進教門で、の成仏の位階に対する説明であり、『孔目章』

の内容が「本業経』に拠るものであることが説かれている。

(14）ー（19）は、大乗終教での成仏の段階に対する説明である。（14）は、『党網

経』では第十地で成仏すると説〈『孔目章』の内容について、具体的に「焚網

経』のどの部分に依拠したのかを明らかにする。（15）ー（17）は、八地以上で成仏

するという理論を敷街しつつ、それが『十地論』と『起信論』によるものであると

説く。（18）は七種生死を超越してこそ成仏の境地に入るという理論に対して、

三種の分段生死と四種の変易生死の内容、およびそれぞれの生死と十地の各

段階との対応関係に対して、『仏性論』、『仏地論』、『梁摂論』、『勝重経』、

真諦の『勝重経疏』、義相の「法界図』、慧遠の「大乗義章』などを引用しなが

ら具体的に説明する。（19）は、『孔目章』の中で、十地の種類と内容に対する

説明を「大乗向性経』と『梁摂論』「修時章」を引用する部分について「修時章」

の該当部分を直接引用して提示し、この内容に対する慧鏡徳の解釈を併せて

引用している。

(20）ー（22）は、一乗での成仏の段階に対する説明であり、一乗の成仏理論の

根拠とされるr華厳経』の文章を提示し［（20）］、そのようなー乗の成仏理論が増

14金天鶴（2001）新羅華厳における三乗極果廻心説の流れ，F印度学仏教学研究』99。
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上慢をなくす理由を説いている［（21）］。そして一乗の理論である六相を縁起陀

羅尼法と呼んでいる［（22)]150

次に、『十玄私記』所引の逸文の内容を検討する。

(23）は、『孔目章』で、円教を「見聞処」と「円教処』とに区分するのに対して、

具体的に両者が何を指すのかに対する議論の中に引用きれるが、『十玄私記』

の著者によれば、『新羅記』すなわち『孔目章記』において「見聞処」は「円教の

中の同教』、「円教処』はr円教当体」とに区分されるという。『十玄私記』によ

れば、この問題と関連して『孔目章記』の解釈以外に「見聞処」を「門教の中の

別教」、「円教処」を「円教の中の同教Jと区分する立場と、 r見聞処」を（見聞一

解行一証入）の三生の中の「見聞生』、 r円教処」を「解行』と「証果海生』とに区

分する立場などがあったが、『十玄私記』の著者はこの中で、『孔目章記』の解

釈が『孔目章』の内容に一致するものと評価している。

(24）は『孔目章』巻ーの「天王讃仏説偏初首顕教分斉義」の中で、「華厳経』

に出る天王の讃備が五教判の経典的な根拠であると説くのに対して、その天

王の讃備とは具体的にどの偏頒を指すのかに対する議論である。一般的に妙

淡海一天王の讃備である「如来音声無祝碍堪受化者鹿不聞等云云Jだと言わ

れているのとは異なり、『青丘記』すなわち『孔目章記』では善光海大自在天王

の讃備であるr無尽平等妙法界悉皆満如来身云云」と説明している。この部分

は『孔目章記』の逸文のうち、後代の日本仏教界でも引用されている唯一の部

分であり、 12世紀の尊玄の『孔目章問答』（1190-1195編纂）と13世紀凝然の『孔

目章発悟記』などに引用されている160

(25）は『拐伽経』に説かれる四種の言説（相言説、夢言説、計着過悪言説、

無始妄相言説）と『孔目章』巻1く天王讃仏説侮初首顕教分斉義＞に説かれる

五教それぞれの言説方式との対応関係に関する議論である。すなわち、小乗

15 頓教に対する部分は引用きれていないが、本来『孔目章記』に存在しなかったかあるいは『成仏妙義』の著者が

引用しなかったのかは不明である。

16日仏全7、p.2、p.264。これらの書物での『青丘記』の引用は高峯71・1'1(1964）『華厳孔目章解説』，南都仏教

研究会， p.9に指摘されている。ところで＼ 『孔目章問答』と『孔目章発悟記』には該当内容をそれぞれ『私記』と

『古徳五教私記』から引用していると説いているが、引用された内容はすべて『華厳十玄義私記』と一致してい

る。全体的な引用の内容から見ると、尊玄や凝然が直接『孔目章記』を見て引用したのて・はなく『十玄私記』に

依拠して引用したと見られる。
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の「有名之教詮有名之義』を相言説、大乗初教の「有名之教詮有名之義、有

名之教詮無名之義Jを夢言説、大乗熟教の「有名之教目有名之義、有名之教

目無名之義、無名之教目無名之義」と頓教の「無名之教顕無名之義」、円教

の「有名之教顕有名之義、有名之教顕無名之義、無名之教顕無名之義』を無

始妄相言説に対応させ、計着過悪言説は外道の言説であり、仏教の理論に該

当しないと述べている。

2）逸文にあらわれた特徴

以上、「孔目章記』逸文の内容を検討してきたが、これらの逸文は「孔目章

記』全体のごく一部に過ぎないといえる。しかしこれだけからもいくつかっし

目章記』の特徴を窺うことができる。

まず注目きれるのは、この逸文には他には見えない資料が引用されている点

である。経と論を除外した引用資料は、法標の『法鏡論』17と義相の『法界

図』、智徹の『五十要問答』、法蔵の『探玄記』、慧遠の『大乗義章』、そして慧

鏡徳の発言などであり、この中、『法鏡論』の引用文と慧鏡徳の発言は他の文

献にはあらわれていない。

『法鏡論』は表員の『華厳経文義要決問答』にも引用されている180 また、均

如の「三宝章円通記』19と日本の文献である寿霊の『五教章指事』20には書名は

挙げず、「懐公云Jや「慎師云」の形式で一部が引用されている。ただし『孔目

章記』所引の内容はこれらの書物の引用とは重複していない。『法経論』を引用

している文献が、新羅華厳学およびその影響を受けた奈良華厳学の文献であ

るという点から、新羅華厳学に及ぽした『法鏡論』の影響は特別に注目する必

要があると考えられる。『孔目章記』（資料（10））には『法鏡論』の思想的立場を伝

える内容を比較的詳細に引用しており、智僚が『法鏡論』をどのように理解し

17 『法鏡論』の著者を『孔目章記』に引用きれている『成仏妙義』は法標師としているが、他の文献て”は懐師あるい

は懐公となっており、本来、法懐て。あった可能性が高い。法懐に関しては不明な部分が多いが、おおよそ6世

紀後半に活躍した地論宗南道派の人物と推定されている。［石井公成（1996) 『華厳思想の研究』， 春秋社，

p.175-178参照］。

18韓仏全2、355c 360c 361a-b 368a 368c 369a 371b 372c 380c 394c-395a. 

19韓仏全4、161b。

20大正蔵72、254c。
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ょうとしたのかを言及しているため、当時の新羅の華厳学界に既存の地論教

学と智僚の教学をして理解しようとした試みが、どのような形態で行われてい

たかを知る上で貴重な資料といえよう。

慧鏡徳は義天の『新編諸宗教蔵総録』に『起信論記』三巻の著者と記録きれ

る人物であり21、r～徳』という称号から新羅の僧侶と考えられる22。彼の活動

時期や思想系譜などは全く不明であるが、『孔目章記』の引用文の思想内容や

『新編諸宗教蔵総録』の起信論注釈書の リストでの配列の順序などから推し

て、ほぽ義相と同様の時期に活動したと推定される230

なお、著述は残存せず他資料への引用も見えないため、『孔目章記』で、の引

用は慧鏡の姿を窺わせる唯一の資料として重要である。また、慧鏡の言葉を2

回引用しながら2回ともに議論の結論に採用することから、っし目章記』の著者

が慧鏡の見解を重要視していたことがわかる。

次に義相の「法界図』の引用も注目される。珍嵩が『法界図』の注釈書である

『法界図記』を著述したことから、彼は義相系の華厳学を継承した人物であっ

た可能性が高い。とりわけ義相を「相徳」としていることから［資料（18）］、義相

に対する尊敬と親密さとを窺わせる。ただ、現存する義相系の文献である『法

界図記叢髄録』や、均如の著述には珍嵩に対する言及が全く見えておらず、

彼が後代の義相系と直接連結されるようなものではないようである。その要因

としては、彼の著述がはやく失われたために後代に継承きれなかったか、ある

いは彼の思想が後代の義相系の主流的な位置を占めた神琳一法融などとは他

の傾向を帯びていたためである可能性が考えられる。

珍嵩が義相系の華厳学を継承した可能性がある点と関連して、彼が『起信

論』について偽経に基づいた偽論であると語っている点が注目される。前述し

たように果宝が編纂した「宝冊紗』には珍嵩の『探玄記私記』を引用している

が、そこには、『起信論』は漸剃経（＝占察経）に基づいて著述されたが、漸剃経

自体が偽経とされるから『起信論』も偽論であるとしている24。一方、義相系

21韓仏全4、692b。

2 石井公成、前掲書 p.72、註15）参照。

お石井公成、前掲書 p.178参照。

24前註5）の引用文を参照。
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文献では「起信論』がほとんど引用されず、むしろ議論の中てJ起信論』的な思

想を批判する内容が見えることから、義相系で、は『起信論」を批判したという

見解が提示されている250 しかし、呆宝の引用の内容が事実ならば珍嵩の発

言は義相系の「起信論』に対する立場を端的にあらわすものとしてひとまず理

解されるであろう。

ところが、『孔目章記』が重要視する慧鏡徳に『起信論記』の著述があり、

『孔目章記』自体も『起信論」を引用することから［資料（17）］、珍嵩が『起信論』

を偽論と考えたと断定するのは難しい。引用された『探玄記私記』の内容は珍

嵩自身の意見というよりも、そのような見解が新羅に存在したことを提示し

た部分であり、果宝がその部分だけを引用したことから、あたかも珍嵩がその

ような意見を持っていたと誤解きれたので、はないかと考えられる。

なお、『孔目章記』の逸文かどうか明確で、はないが、資料（26）で、珍嵩が帝

網無碍を同教と言う『探玄記』の記述を誤まりだと指摘していることも、同教

一別教の教判と関連して思想的に注目される。極めて断片的な内容であり、

断定するのは困難であるが、無尽義は別教の教えであり、同教ではないとい

う点を立証する決定的な論拠として、珍嵩の著述が引用された点を考慮する

と、珍嵩もやはり同教を円教の反映あるいは方便として、円教自体である別

教とは異なる教えとみなす教判的な認識を持っていたと推定される。

4.『孔目章記』の著述時期と日本への流入状況

これまで『孔目章記』の逸文を整理し、その内容を検討してきた。最後に

つし目章記』の著述時期と日本への伝来の状況に対して考えてみたい。現存資

料から明らかになる『孔目章記』著述時期の上限と下限は、それぞれ700年頃と

914年である。それは『孔目章記』に引用きれる文献の中、法蔵の『探玄記』が

新羅に受容された時期か•700年頃であり、『孔目章記』 を記載する『華厳宗章疏

井因明録」の編纂年代が914年であるためである。ただ、 700年から914年まで

の時期は、新羅に華厳学が紹介されてから新羅が滅亡する時期までのほとん

お佐藤厚（2000）義湘系華厳学派の基本思想と 〈大乗起信論〉批判一義湘と元暁の対論記事の背にあるもの，
『東洋学研究』 37，東洋大東洋学研究所。
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どの時期を包括するものであるため、意味のある推定とは言い難い。ごく一部

の逸文しか残っていないために断定することは難しいが、引用文献が地論師

と智徹、義相、法蔵などの初期華厳学者たちにとどまることや、議論の内容

が後代の文献には見えない独特な内容であることなどから、比較的初期の新

羅華厳学の文献のーっとして、 800年以前に著述されたものではないかと考え

られる260

華厳学の重要な文献である『孔目章』に対する最も早い時期の注釈書である

ことから重要な意味を持つにもかかわらず、『孔目章記』は前述した如く後代

にあまり広く流通しなかったようである。韓国では全 く言及きれず、 日本でも

引用や言及は極めて限られている。日本でこの書物の存在が確認されるのは

914年に編纂きれた『華厳宗章疏井因明録』が最も早いが、これは同書が当時

の日本に存在したことを窺わせるのみであり、 実際に日本に紹介されたのは、

それ以前と思われる。現在の資料には、この書物が日本に紹介された時期や

背景について言及されていないが、以下の情況から『孔目章記』は『成仏妙義』

の著者によって日本に将来されたものであり、その時期は800年から900年の間

であると推定される。

『成仏妙義』の著者である見登は、日本で活躍した新羅出身の人物と考えら

れ、『成仏妙義』には、当時の日本の華厳学の文献には見えない義相系華厳学

の影響が強く現れている270 義相系の華厳学の文献は、 800年頃までは日本に

紹介された痕跡がなく、 900年を前後する時期の文献に突如散見きれるように

なる。その背景には新羅で義相系華厳学を学び、日本にそれを伝えた人物が

想定されるが、情況からみて見登がまさにその人物である可能性が高い。 事

実、 彼は「成仏妙義』の中に本来義相の門下たちが義相の講義を記録した書物

である『華厳経問答』を、あたかも法蔵の著述のように『香象問答』という書名

で引用しているが、これは彼が『華厳経問答』を最初に日本に紹介した人物で

あったために可能な表現と考えられる。『孔目章記』もやはり義相系の華厳学

と関連した著述と考えられ、 800年頃まで日本に伝えられていなかったが、『華

26金天鶴は新羅主主厳学での三乗極果廻心説の変化過程に照らして『成仏妙義』所引の『新羅記』を8世紀初期

から中期の聞のものと見ている（金天鶴、前掲論文 p.271）。

27崖絞摘、前掲論文参照。
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厳経問答』と同様の時期に突如登場することから『華4厳経問答』の将来者と同

一人物、すなわち見登によって日本に紹介されたと考えられる。

『成仏妙義』の著述時期についても明確で、はないが、この書物に800年頃の著

述と見られる寿霊の『五教章指事』が引用されていることから、それ以降の著

述と考えられ、前に推定したように見登が『華厳経問答』と『孔目章記』とを日

本に将来したとするならば、その時期は二つの書物が日本に存在することが確

認される914年よりは早い時期となるであろう。
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珍嵩の『孔目章記』逸文資料

①『干し目章』との対応が明らかなものについては、最初に註釈対象となる『孔

目章』の箇所をく二字下げ＞で掲げ、中でもr孔目章記』が注釈対象して

いる部分には下線を付した。

②誤字と考えられる文字は該当文字の後に（正字？）と表示した。正字が不明

の場合には該当文字の後に（？）と表示した。

例）如（知？）仏是聖、蔵師義中耳（？）極鈍根人

③誤った添加や重複した文字は［削除］の形態で表示した。

例）即［学］成其仏

④内容上、追加しなければならない文字はく追加＞の形態で表示した。

例）即成く其仏＞

⑤細註は（細註）と表示した。

1. r華厳一乗成仏妙義』での引用

『孔目章』巻四「釈四十五知識文中意章」

又依弥勤文諸仏菩薩無量劫修善財一生皆得者依華厳経疾得成仏有其五

種一依勝身一生即得従見聞位後一生至離垢定後身即成仏二依見聞蓬生

疾魁三依一時疾得成仏四依一念疾得成仏五依無念疾得成仏初義有四

一依世界性等十世界身輪王之子現身成仏如普荘厳童子等二者依天子勝

身従三悪道出 生兜率天現身成仏三者依閤浮提勝功徳身如善財等現身

究寛普賢之行後生即見仏四者依法華経竜女之身南方成仏義当留惑之身

疾得成仏 二依見関連生疾魁者 如初地中説有三時益 一聞時益 二修行時

益三転生時益故地論云是諸如来加護於諸菩薩 此人能聞持如是微妙法

此是聞時益諸地浮無垢漸次市満足証仏十種力成無上菩提此是修行時

益難在於大海及劫尽火中決定信無疑必得聞此経此是転生時益三依一

時疾得成仏者 如善財童子於知識処一時之間獲普賢法 四依一念疾得成仏者

如契普賢法一念即成仏此依俗諦念也五無念疾得成仏者一切法不生一切
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法不滅若能如是解是人見真仏故

（成仏妙義／第二弁定得入門の中）

(1）後明疾成仏類総有四人ー依世界性等十世界身輪王子現身成仏如普

荘厳童子等二者依天子身勝従三悪道出兜率天現身成仏 三者依閣浮提勝

功徳身如善財等現身究寛普賢之行後生即見仏四者依法華経竜女之身南

方成仏義当留惑之身疾得成仏（孔目第四文也）

青丘記云十現身成仏等者問普荘厳童子連二仏世界塵数劫修成仏何故

一生成仏答此人分段身即成仏故一生成仏間以何文為証答蔵師云ー

約位十信約心勝進分後入十解即成仏果等解云十信終心即成仏等故知一

生成仏兜率天子現身成仏者此人過去由閉経故随（墜？）三悪道市以彼善根

身承小相光明従地獄出生兜率天 此天身是解行身 此身即成仏故一生成仏

又善財童子一生運知識遇即成仏也竜女之身南方成仏者此人亦依華厳教

則留惑得竜女身即是身成仏故云一生成仏（成仏妙義／第四疾得成仏種類

門の中）

(2）五無念疾得成仏者一切法不生一切法不滅若能如是解是人見真仏故

記云 有云約維摩一念不生即是仏此義不然同是俗諦念即是無生故云

無念成仏

『孔目章」巻三「初明十地品十地章」

就初人天有三種成仏ー仏為救三悪道現身異彼三悪道外即成仏身如仏

現黒象脚等 二為引人趣現在仏身如仏為提謂長者現樹神身等三為引人天

為現其聖身如人天等知仏是聖市興供養成世間福者是 二就二乗中有其七

義一約地謂三界九地十地十一地等外 即成其仏 二約位見修己外即成其

仏 三者約行離学己外無学身中即現成仏 四約菩薩行 三十三心外即成其

仏五者約時小乗六十劫成三僧祇外即成其仏六者約生死最後分段身上

即成其仏七者依小乗十二住第十二最上阿羅漢住則同是仏 三者約初週心

教門有其八義 一約地位 謂乾慧地等十地第十地中即成仏所以同十地成

仏者為仏下同因位故作此説 二約三界九地十一地等己外即成其仏 三約位
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見修己外即成其仏四約行学位己外同無学羅漢位即成其仏五約時依大

乗三僧祇外即成其仏六約菩薩行 三十三心外即成其仏七約無分別空理

一念即成其仏八約生死最後分段身上即成其仏此約化身若約報分段身

後即成其仏又約初教直進位有其七門 ー約位従十信位等乃至従歓喜地

等満足十地己外即成其仏此由仏境界分段身非同菩薩地分段身故 二復約

位従歓喜地尽第九地於第十地即不退成其仏此亦為対声聞下位於下身

中成仏故故作此説三約理謂真如無分別空一念即成其仏四約十地後一念

証果即成其仏五約時大乗三僧祇後即成其仏六約行究寛無学即成其仏

七約大乗十二住於第十二最上菩薩住後即成其仏 又約大乗終教有其十門

一者約位従十信行乃至歓喜等十地満後即成其仏 二者従歓喜等初地 至

尽第九地於第十地中即成其仏如焚網経所説者是此為対声聞現凡身上

得於果証故作此説此当変化成非当実成 三者約位従初歓喜地至第三地

是世間法相同三界第四地己去至第七地相同無流於世間身中得彼三乗無

流徳名為出世第八地己去至第十地名出出世即得成仏第八地成法身第

九地成応身第十地成化身此為於十地中別地相故作是説四者一念成仏約

無分別真如故作此説第五約証以明一念成仏於初地中一念証故六於十地

後一念証果 名一念成仏上諸一念者所謂無念也七約時者謂大乗三僧祇

後即是仏八約行金剛心後得一切智智即是仏九約生死滅七種生死後即

是其仏十者依大乗向性経有三種十地芦聞十地縁覚十地仏十地為招引

小乗同於大乗終教之義故作此説其十地名等具如疏説又有差別十地相

広如梁本摂論修時章釈第四約頓教明者唯有一門所謂無相何以故由成

一行三味故乗彼一味真如所成故不可説有諸異相門成仏亦如此一切倶離

是名仏也第五約一乗義者十信終心乃至十解位十行十酒向十地仏地一切

皆成仏文在第十地亦別成仏如法宝周羅善知識中説何以故一乗之義為

引三乗及小乗等同於下位及下身中得成仏故又於八地己上即成其仏如

於此位成無碍仏一切身故此拠別教言 若拠同教説即摂前四乗所明道理一

切皆是一乗之義文雄是同而義皆別如此等法差別相者為護十地故随方

便門作種種説令諸衆生於十地中離増上慢又依六相総別義即是一乗随相

別布義即是三乗此約教分説其実一乗十地之法尽其三世己通究寛此拠証

説
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（『成仏妙義J第三顕教差別門の中に引用）

(3）第一人天乗教此有三成仏ー仏為救三悪道現身異彼三悪道外即成仏

身如仏現黒象脚等

新羅記云仏現黒象脚身見地獄辺無碍行故欣之植善根約此義故云一仏

為救三悪道乃至即成仏身等也

（勾 二為引人趣現在仏身如仏為提謂長者現樹神身等

記云 仏初成道其合河辺樹下示十六尺身及現相好具足身諸商人等見此

仏身為神之奉時善根人為引是人現成仏身也

(5）三引人天為現其聖身等如（知？）仏是聖而興供養成世間福者是

記云仏在樹下時党天知供養仏而仏黙然七日更党天請説法故仏第二七

日説法時多人種善根故云為引人天乃至如人等知仏是聖等也

(6）第二二乗中有其七義

二約位見修学巳外即［学］成其仏

記云仏在樹下六行等智通而悲（非？）想地以還下三空煩悩倶伏起見道無

漏時前所伏修惑倶断也 断悲（非？）想地九品修惑之九無間九解脱断見所断煩

悩証四諦理為第十六心見道也悲（非？）想地第八解脱以還倶為修道也唯第

九解脱為無学道也

（η四者約菩薩行 三十三心外即成其仏

記云問三十三心八忍八智九無間八解脱前約位釈時寛何故更釈耶答

前約通一切人義明成仏也 此唯明釈迦菩薩成仏軌則 故更別釈也（難位心同

明時義位心既己開合不同明此差別故別釈也）問若爾何故如是答菩薩唯

是修三十三心無修余成仏義故此不共於余也声聞不定調次第人百七十八

念中有成仏之人 而唯無出見修無学故約見修通一切人也（今此孔目所説見

修約菩薩説也）菩薩不爾唯三十三心故唯不共於余中也問次第人何故修百

七十八念成仏答九地中一一地有九品煩悩具無間解脱故得百六十二念此

中加八忍八智故有百七十八念如是念摂於見修云何答見道摂八忍八智［故

有百七十八念如是念摂於見修云何答見道摂八忍八智］也九九八十一品煩

悩中断第八十一品煩悩之解脱為無学道也余皆摂於修道故見修己外即成仏

者並通一切中也
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(8）五者約時小乗六十劫成三僧祇外即成く其仏＞孔目四云小乗以六十劫

為大劫阿僧祇小乗経此三僧祇得作仏28［其仏］

記云小乗中阿僧祇有六十劫中約第五十二劫故唯是一劫為阿僧祇也此

於八十小劫中除空劫二十云六十劫也 此六十劫中第五十三小劫為阿僧祇也

六十四劫中ー劫者是半劫故総八十小劫為一劫也総六十四劫為一劫者是

大劫更可学

(9）生身者但百劫修相好業於最後身伽耶城浮飯王家受生報身於摩伽陀国

而登覚道

記云問三僧祇劫中修有漏四波羅蜜時在何身修耶答未発見道無漏以

前皆有凡夫身具事也過去時三僧祇劫中修有漏四波羅蜜次百劫中修別報

相好業次生兜率天中千劫学仏威儀然後生王宮中摩耶夫人為母次成太

子以我藍伽藍外道為師習正定次座於樹下寅時以六行等智道而三界中無

所有処以還修惑倶伏起見道無流時前所伏煩悩倶断不得初三果越得第三

那含果耶同時断＊悲想地九品修惑得阿羅果寅時即得成道 同（問？）六行等智

道何故不伏見所断惑答欣上厭下縁世俗事之道故不伏障諦之見所断煩悩

顕覚道方便得伏見所断煩悩又欣勝厭劣道謂生死是劣亦道勝於此之有理

縁此理時伏見道障煩悩同（問？）見道無漏者依何位起答若起真見道者小

乗大乗並依第四辺際定起也若起相見道者地持論云 三依五生所言三者

智諦現観（正諦智）遍智諦現観（後得智）究寛現観 言依五生者四根本禅未至

定是故相見道依五定起小乗云加中間禅依六定起相見道也総説難然若

別説者慧解脱人不断定障無知故是此人方依根本定起見道也問本業経

云百劫修相好業弓小乗有何別答此経意者為暁小乗故汝三僧祇中修有

漏四波羅蜜故我云地前為一僧祇初地至七地為二僧祇八地至第十地為三

僧祇満此三僧祇後金剛晴定現在前時方得百劫千劫恒沙劫中修相好業也

(10）第三約初廻心教門有其八義一約地位謂乾慧地等十地第十地中即成

仏所以同十地成仏者為仏下同因位故作此説

記云法鏡論云引小心開発大行命怖向忘遣解守也解云立乾慧等十地

28阿僧祇時者謂大乗小乗二乗不同小乗以六十劫為大劫阿僧祇小乗経此三僧祇得作仏大乗義従拘梨

巳去成ー百句名一受一受己去名ー阿僧祇此是大数十数中第一数也（『孔目章』巻4、阿僧祇品時劫

章）。



66 珍嵩の「子L目章記』逸文に対する研究

意令捨小乗解守入大乗中故也問若爾何故為乾慧地等耶答未成空覚解

故不令利為乾慧地謂空理津液如水故覚空方得智心増長也二性地者由

解空故以此解伏結解堅不改故云性地也三八人地者由解真似四諦故四

諦中一一諦二人故名八忍為八人地一一諦中二忍故欲界苦諦中苦忍上二

界苦諦中苦類忍余三諦中准之也八忍者希無間也此八忍所引八者是解脱

也四見地者由此八忍故得八地満第十六心故見四諦平等理是故云見地也

五薄地者従見地起修道智断欲界九品修惑中初六品止後三品故云薄地

六離欲地者後三品修惑皆尽故不還欲界是故云離欲地也七己弁地者 三界

結寛尽故得阿羅漢果是故云己弁地也後三地可知也上来括法鏡論意也問

時等十地三乗共行十地何故此章中初教廻心教中説乾慧十地五十要問

答中初立六道因果次明愚法二乗次明小乗及廻心小乗仏次明ー乗五位満

心仏然立乾慧等十地最後立直進菩薩十七門次第答慧鏡徳云昇建立三

乗ヰ行十地之本当是法標師所述彼師准位以三反釈謂一釈三乗別教十地

一会別教十地入通教位中 三会通教十地入通宗位中若依初位者外凡終性

空都位中説乾慧地（此五停心観可作） 性地者謂総想念処別想念処及与

善四根合此五方便位為性地也此五方便中総別二念処中同観性空後四善

根中弁観法空故合総別二念処為一也八人地者立於苦忍位也見地者立

於須陀疑見道位也薄地者立於斯陀含位也離欲地者立於阿那含位也己

弁地者立阿羅漢位此七地者属声聞乗中昨支仏地者可知也菩薩位者此

別教中未説三十心位唯約十住唯於四菩薩謂初住名為新発意住（菩薩？）

第二住至第六住名為久行道地第七住至第九住名為阿見抜致地第十住名

為一生補処位更等覚金剛心不説以第十住為終也此即是丈六色相之実仏

成也第二番者別教之仏即是覆跡之仏故退在通教十信令入十信也 二乗

五果者安十信前令入十信位中也問若爾何故二乗五果不安十住難

（還？）在十信初心仁王経云 習種初心中既出過二乗故知不安十住也五方

便中所説性地乾慧地並退安於信前凡位中会 如是別教十地而為欲令入通教

故立三乗共行十地既是通教方得知仏道長遠更運三賢十地修方得成仏

是故通教十信即有五品弟子謂声聞四果昨支仏果為五問若爾菩薩四位云

何准答習種為新発意菩薩性種道種為久行道初地巳上並阿毘政致 等覚

是一生補処妙覚是菩薩也間以通教会別教会別教而仮別教位准通教示
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如是直自通教説三乗共行十地云何答会二乗五果入於通教十信位中名為

乾慧地三賢位是性地八（入？）初地中近方便名為八忍地初地名為見地

二地是斯陀含名為薄地 三四二地名為離欲地 五地与諦観相応故名為阿羅

漢己弁地六地是因縁観故名為昨支仏地至等覚名為菩薩地妙覚名為仏地

第三番者断通教障染尽所得仏果還退安於通宗十信中也通教十地退安於

通宗十住位五品弟子謂須陀疑有向果故如次准於初二住也乃至第五品弟

子名僻支仏此亦有向果故准於第九第十二住中間若爾何故其仏果立於通

宗十信満心中通教十地為十住五品弟子答約実五品弟子及与仏不別相続

唯依通教為至於其教仏果位而退安信満心故実仏退時寛而退其性為五品

弟子立同是故此人実退信満之仏転名全修十信行時為声聞又為十住菩薩

細可思也問若爾何故退通教仏立信満中唯被通宗教令修十住行更不令修

通宗十信答其乗教不実説通宗方得為実時有於其仏果即信通宗是故其乗

仏果句通宗信一如類初地中起一乗信時即其初地成就一乗信也問何故別

教三乗仏更修通教信答彼教三十四念有成仏皆説此事有実仏信故其人実

仏還令修通教信而莫信此事故無至別教仏果人更令修大乗信也開通宗勝

於彼宗更修此行答十信中初五是信等五根増此五根義中立五心約実其五

中具足法体通教行者具世間信等五根一時具足若未具前五根直進行者

連十千劫方得修十信行成就此信心問若爾別教三乗具小乗出世五根故被

通教時即信心成就答小乗根及大乗根不異問爾此五弟子既修十住行時

以何義故弓戸聞名答此人被通宗教修行故聞音起行声聞故約此義為声聞

弟子若唯約解一真心道理之義者是十信菩薩也く問＞既断障染成仏何

故退安通宗十信初中答汝所立仏果此吾十信位八相成道所放変化仏為実

仏故退還令修問若爾会通宗次第中作三乗共行形相如何答須陀疑人作

五方便即為十信三位謂大集経云十信為三品謂ー下品為乾慧 二中品為

随信地三上品為法行地謂中上品為性地也次二住為薄地謂第三第四二住

也乃至第十住為昨支仏地若准位者性種為新発意道種為久行初地己上

為阿毘政致也等覚為一生補処妙覚為仏地若約自通宗者十信為外凡故

乾慧地習種位通二謂若従頓教而入者立五品弟子隠菩薩位道理以十住為

乾慧地性種道種二位入初地近方便故為八忍地初二三地是信忍故名須陀

疑為見地四五六地是順忍故名斯陀含為薄地七八九地是無生忍故名阿那
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含為離欲地第十地是寂滅忍下品故名阿羅漢為己弁地等覚為昨支仏地通

名前諸位為菩薩地名妙覚為仏地上来括法鏡論師意億和上意彼師義有三

重教謂三乗共行十地者弟子無円教所以者何 二乗名無入一乗者故文小

乗中唯一釈迦菩薩成仏自余無成仏者故也 不立共行十地故九立共行十地

意引一切小乗人為入大乗故是故問答意向不立共行十地類故先明小乗及一

乗通始終頓三教之廻心義立初也始終頓三教直進義合来立次也今此章意

約実難通終教而約初廻心発説乾慧等十地頓教有三乗共行十地而不明別

位次第故不用三乗共十地問若爾何故疏文頓教復作立乾慧等十地之所以

市云此十地是一乗所用是三乗所入耶是即一乗亦立共行十地耶答同教一

乗約智故同教一乗所用約別教直機故小乗人無一乗故不立共行十地同

教一乗所用引下教中立共行十地之機者皆是一乗所令故約此義有共行十

地可思之也又法標師依仏陀三蔵為師此三蔵所立通宗大乗明如来蔵真心

道理為極故此中皆摂拐伽仁王華厳以別教三乗六識為軌則修成仏廻入通

教通教以妄識為軌則修成仏依通宗如来蔵真心依位地更令修覚徹師意者

三蔵通宗大乗是三乗外華厳一乗也下始教摂於通教大乗依此通教修成行者

不信彼一乗故名自受用身仏為仮名菩薩此師義中無誇論故自受用身仏名

仮名菩薩蔵師義中耳（？）極鈍根人不過初地故名自受用身仏為仮名菩薩又

初地之前菩薩名仮名菩薩有此詩論問仏陀三蔵依拐伽経所説説通大乗通

宗大乗故立通宗等教何故徹師拐伽経不摂通宗中答文依拐伽経而義意趣

取華厳為通宗此師如是通三蔵義也

(11）七約無分別空理一念即成其仏

記云廻心教中存依他法似有相而性是空約此性空之仮相空理不為真如

理

(12）八約生死最後分段身上即成其仏此約化身若約報身分段身後即成其仏

記云約報身者減分段身後成仏也

(13）約初教己直進位有其七門一約位初従十信位等乃至従歓喜地等満足十

地外即成其仏此由仏境分段身故

記云此本業経意謂百劫修相好業所感故業所感辺名為分段不如因位有

漏業為因四取為縁所得分段身也

(14）約大乗終教有其十門 二者従歓喜等初地至尽第九地於第十地中即成其

韓国仏教学SEMINAR9 69 

仏如焚網経所説者是此為対声聞現凡身上得於果証故作此説此当変化仏

成非当実成

記云上巻党経中云第十体性入仏境界地依此文故知第十地中成仏也

(15）三者是約位従初歓喜地至第三地是世間相同三界第四地己去第七地相

同無流於世間身中得彼三乗無流徳名為出世

記云約所依身同分段故是世間市第四地初得出世徳故約此徳為出世也

(16）第八此至第十地名出出世即得成仏

記云是所依身同成変易故

(1η 第八地成法身第九地成応身第十地成化身此為於十地中別地相故作

是説

記云約十地論起信論意釈謂起信論云依色自在地故成十身相作義十地

論云 三世間自在故得十自在約此位故此位初成仏也如是第八地中証無生

忍故成法身也第九地中四十九無碍弁才応機説法故成応身也第十地中雲雨

法説故成化身也

(18）九約生死滅七種生死後即是其仏

記云謂分段三有変易四生死故云七種生死約此義故相徳云七種苦諦也

故梁論云三種集諦謂皮肉心七種苦諦謂三界分段為三変易有四故有七種

宝性論云変易有四一縁相 二因相三生相四壊相仏性論云一方便 二因

縁 三有有四無有無上依経云三界中有四難ー煩悩難 二業難 三生報難

四過失難 無明住地縁起因縁生死如業難 無明住地縁起有有生死如生報難

無明住地縁起無有生死如過失難解云依勝童経五住種子名五住地依五住

地起於現行名五住起依無明住地種子縁起現行法執無明是変易生死方便名

方便生死故仏性論云方便生死者是無明住地能生新無流業警如無明生行

二因縁者依無明住地縁発無流業是変易生死親資助［因縁生死此前二生死

非正変易以号変易為方便及因縁亦名生死如三界中惑業是分段方便因縁亦

名分段生死故梁摂論云苦集通名生死 三有有者依無流業］是業名為因縁生

死此前二生死非正変易以与変易為方便及因縁亦名生死如三界中惑業是

分段生死故梁論云苦集通名生死三有有者依無流業資有流業所引変易

生死名有有生死故仏性論云有有生死者是無明住地為方便無流業為因

三種聖人意所生身警如四取為縁有流業為因三界内生身四無有者是変易
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生死最後身故名無有故仏性論云無有生死者是三種聖人意生身最後身為

縁是不可思惟退堕警如生為縁死等為過失問何者是三種聖人答勝童経

云無明為縁無流業因生阿羅漢昨支仏大力菩薩三種意生身在地上故拐伽

経第五巻云有三種意生身ー者三昧楽意生身謂第三第四第五地 二者如実

知諸法相意生身謂於第八三者種類無作行意生身諸師釈不同一師云約

三学別地三地是定若約六度五地是定故云三四五名三味楽受意生身第六

地般［繋］若現前故六七八地名如実覚知諸行智意生身而言第八者挙其終也

九地己上名種類無作行意生身第二師云第一略初二地故言三四五第二亦

略初二 故云第八地理実而言第一通前五地第二通六七八三地第三通九

十二地第三師云次第二於第八地則知第一七地己還而唯云三四五者此中

略先後也以実而言第一通前七地第二唯第八地第三九十二地文四巻拐

伽云第一名三味楽受楽生身今依仏性論真諦師釈勝童経三種意生身者

是三乗種性聖人入初地己上受意生身故名三種非是拐伽経中三昧楽等三

種意生身也故仏地論云有有生死者是三種聖人意所く生＞身無有生死者

是三種聖人意所生最後身依生梁論八地己上是有有生死金剛菩薩是無有生

死 此二生死既仏性論皆言三種聖人 故知三乗種姓至八地己上受有有生死

従本種姓為名名羅漢昨支大力菩薩故拐伽経第七巻云大慧声聞僻支仏於

第八地菩薩中楽着寂滅三味楽門酔故不能善知唯息（自心？）見随（堕？）白相

同相薫習障碍故随（堕？）人無我見過故以分別心名為浬繋市不能知諸法寂

滅大慧菩薩白仏言世尊説声聞昨支仏入第八地寂滅楽門如来後（復？）説

声聞昨支仏不知但是自心分別後（復？）説声聞得人無我市不得法無我空若

如是説声聞昨支仏尚未能証初地之法何況八地寂滅楽門仏告大慧声聞有

二 言入八地寂滅門者此是先修菩薩行者随（堕）芦聞地還依本心修菩薩行

同入八地寂滅門非増上慢寂滅声聞以彼不能入菩薩行未曾覚知三界唯心

未曾修行菩薩諸法未曾修行諸波羅蜜十地之行是故決定寂滅声聞不能証彼

菩薩所行寂滅楽門間何故得生死名答通名変易生死者転変改易若生若

死並是就相為名別名方便因縁此二約用有有無有対後為名故仏性論云

有有生死如上流［般］阿那含人於第二生中般浬繋者余有一生故故名有有無

有生死是変易生死最後身故復更無生死故名無有也間約位判云何答若

約頓悟八地己上受変易生由此己上煩悩不起無容更受分段生故若漸悟者七
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地己還亦受変易若約四種拠通市言位位皆有若拠位別唯依梁論 二十二無

明感十一色報中初八無月（明？）感四偉重是方便生死故知方便在前四地次

六無明感三偉重是因縁生死故知因縁在五六七地次六無明感三偉重是有

有生死故知有有在八九十地次二無明感ー偉重是無有生死故知無有是金

剛位 若是方便及因縁井有有生死白地起白地断 若無有生死障仏地金剛断

所以爾者十地是学位故白地障白地断仏地無学位故仏地障金剛断問若如

前説方便因縁乃是変易 方便因縁非正生死 何故皆言所感偉重報是変易耶

答 若是漸悟方便因縁位中即是分段名偉重報 若望後説初之四地相同凡夫

無明増強遠与八地己上変易生死為其方便五六七地相同二乗及初修菩薩修

無流道亦与八地己上所感変易為資助因也若後二種正変易体慧遠師云説

二生死各有六重所言分段六重者悪道三重弓善道三重也問悪道三重如何

答ー凡夫所受分段悪業為因四住地為縁二十信所受分段悪業為因四住

地為縁悲願為随助 三種性己上乃至初地所受分段悪業為因悲願為正縁

四住地為随助約此三重為悪道分段問善道三重分段如何答一凡夫二乗

大乗十信所受分段善業為因四住地為縁二種性解行所受分段善業為因

四住地為正縁悲願為随助 三地上所受分段善業為因悲願為正縁四住地

為随助約此三重為善道分段所言変易生死六重者事識三重及妄識三重問

事識三重変易如何答ー阿羅漢昨支仏所受変易事識中生空観為因無明住

地為縁 二種性解行所受変易事識中法空観為正因無明住地為縁 三地上所

受変易 事識中非有無息相之解為正因無明住地為縁約此三重為事識中 三

重変易生死く問妄識中三重変易＞如何答一地前所受変易妄識中一切

妄想依真観以為因無明住地以為縁 三八地己上所受変易妄識中唯真無妄

息想観以為正因無明住地為縁約此三重為妄識中三重変易生死

(19）十者依大乗同性経有三種十地声聞十地縁覚十地仏十地為摂引小乗同

於大乗終教之義故作此説其十地名等具如疏説又有差別十地相広如梁論

修時章釈

記云彼経亦名一切仏行入智毘慮遮那蔵説経有二巻中引初巻也修時章者

此引彼論第十一巻修時章第五如彼論云若見真如即入清得意行地従初地

至十地同得此名清浮意行人自有四種初ー従道立名謂清海意行後三従別

立名謂有相行無相行無功用行此清得意人従第六地以還説名有相行乃至
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第七地是無相行有功用乃至若人入八地有無相行無功用未成就若八地円満

於八地無相行無功用己成於九地十地無相行無功用未成満第三阿僧祇劫此

無相無功用乃成警如須陀疑斯陀含阿那含三位製立為五人若三位云何製立

為五人由位差別故成五人従初方便至須陀疑為第一人家家為第二人斯陀

含為第三人 一種子為第四人阿那含為第五人菩薩位爾初地為第一位従

二地至七地為第二位八地至第十地為第三位亦得製立為五人従方便至初

地為第一人従二地至四地為第二人五地至六地為第三人七地為第四人八

地至十地為第五人解云此約声聞乗果釈十地者顕他人釈十地中別故此章

引此文顕三乗十地差別不同問若爾与此十地准釈意云何答恵鏡徳云従

方便至須陀疑為第一人為初地入者是同見道類故家家者此従人死生於天

中還亦至人中如従家至家故云家家第二地中修惑時以無流智而修行至四

地中還得彼無流智故約此義准家家也五地六地於無相中最勝故有相行薄唯

薄地人也第七地中離有相行唯有功用位故唯受半生准也八地己上離有功

用故准巳離欲人可知也

(20）第五約一乗義者十信終心乃至十後位十行十廻向十地皆成仏又在第十

地亦別成仏如法宝周羅善知識中説何以故ー乗之義為引三及小乗等同於

下位及下身中得成仏又八地己上即成仏如於此位成無碍仏一切身故此拠

別教言

記云経四十九云其宅広大十重八門乃至云見第九重補処菩薩充満其中

見第十重一切如来充満其中

(21）若拠同教説即摂前四乗所明道理一切皆是一乗之義文難是岡市義皆別

如此等法差別相者為護十地故随方便門作種種説 今（令？）諸衆生於十地中離

増上慢

記云 三乗人定淫十地方得成仏故為増上慢而為欲令離此増上慢故位位

即得仏成

(22）文依六相総別義即是ー乗随相別布義即是三乗此約教分説其ー乗十

地之法尽其三世己通究寛此拠証説

記云於此十地用六相縁起陀羅尼法者即是無碍自在十地故為一乗也
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2.著者未詳『華厳十玄義私記』への引用

『孔目章J巻＿r天王讃仏説侮初首顕教分斉義」（T45、537a-b)

依教有五位差別不同一依小乗有名之教詮有名之義此在分別遍計位中 二

有名之教詮有名之義有名之教詮無名之義此当週心初教位中義当即名義即

空教也 三有名之教目有名之義有名之教目無名之義無名之教目無名之義

此当熟教位中即性実成有之義非是所謂有也四無名之教顕無名之義義当

在頓教位中一実三味説也五有名之教説有名之義無名之教顕無名之義当

在円教位中見聞処説有名之教顕有名之義有名之教顕無名之義無名之教

顕無名之義此約円教処説為摂義無尽故

（『華厳十玄義私記』巻上の中）

(23）間約円教有二法者何

答解見聞処言（？）解円教当体

間約此二法分教方何

答約見聞処有名之教説有名義無名義無名之教顕無名義約同教処

有名教顕有名義有名教顕無名義無名之教顕無名義

問其見聞処云円教当体所知何云此云云不同有云見聞処者約円中別

円教処者約円中同云新羅記云見聞処者約円中同円教処者約同教当体云

云今云就五教意言見聞処者約別三生中見聞処円教処者通解往（行？）生

証果海生

問且就第二伝其意何

答 寄終教三乗顕一乗道理云見聞処惣下回教為円教自体故云円教為

（当？）体意也

問何寄終教三乗顕一乗道理云見聞処云云

く答＞終教三乗機令同一乗故彼終教三乗令見聞一乗故云見聞処下

回教三乗小乗等為円教自体顕重重無尽道理故云同教当体也今云新羅

記所説為正何者准孔文故

問何准孔目文

答孔目上文説方便乗処云（同教一乗也）上件摂下諸教頓属其上分本教
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義漸従其末義通一乗三乗小乗等云云29 説下十世処云侃此一乗教局見

聞為始云云30

問何約見聞処有名教詮有名義有名教詮無名義無名教詮無名義耶約

円教所亦爾也

答約見聞処寄終教三乗顕教義故任終教三乗惣挙約円教処諸教重重無

尽故挙諸教教義也

(24）問何孔目師依一天王説説偏初首向等文説此五教別

答第四禅地大自在天王別十天王於中第一妙淡海一天王偏讃中云如

来音声無浪碍堪受化者擁不聞等云云依此文説五教別也

問何依此文説五教差別

答既能説如来音戸無浜故能間堪受化衆生随其分斉小乗為乗問（聞？）

説小乗教始教機人為乗聞説即空道理円教人為我（乗？）問（聞？）説重重無尽

道理故以此文説五教分斉也

問青丘記云此経第一巻中初善光海大自在天王讃偏頒云無尽平等妙法

界悉皆満如来身云云依此文華厳く和尚＞顕五教別爾物（？）何不此文引余

文為証

答顕上文説教義文故引為証今引此記文為証無妨但孔目師恋（恐？）不

引上文何者云初首故也

問此文取何当為証云云

（答）下文云諸仏法王出世文能知無上善巧法云云又別融経云能知無上

正法教云云意如来随機為小乗巧説証彼之教乃至為同教機巧説証彼之教

故云能知善巧法言也

(25）問拐伽経説四種言説相配今此五教教義何

答青丘記相配説所以彼説云如拐伽経第二弓十拐伽第三云仏言大恵

有四種言説分別所為相言説夢言説計着過悪言説無始妄相言説大恵相

言説者所謂執着自分別色相生夢言説者謂前所経境界覚己憶念依不実境

29 r於方便之処示一乗名令進入者易得解放作如是説若横依方便進趣法門即有二義通説一乗 一由依

究寛一乗教成何以故従一乗流故又為一乗教所目故二勾彼究寛円一乗為方便故説一乗非即円通自

在義也余義準可知上件法門領下諸教頓属其上分本教義漸従其末義通一乗三乗小乗何以故為彼

円教所目 1（「孔目章』巻1＜直会那仏品中雲集文末普賢文中立一乗三乗義章＞T45538b) 

30 r白此一乗円教局見聞為始」（「孔目章』巻1＜説分文内浮土因縁文初立十世界章＞T45539a) 

韓国仏教学SEMINAR9 75 

生計着過悪言説者謂境界念怨讐先所作果生無始妄相言説者以無始戯論

妄執習気生云云即釈云此言有名教者当於相言説也有名教詮有名義有

名教詮無名義当於夢言説也無始妄相言説合上三言説云云計着過悪言説

外道言説故不相当也

3.増春『華厳一乗義私記』における引用（大正7乙32c)

(26）問三乗与一乗権実既別何総三乗名一乗乎

答文云以随本宗定故云云意三乗一乗本宗所流所目方便云事定故総

三乗名一乗云也

問総三乗名一乗者名同教一乗名別教一乗乎

答名同教一乗不名別教一乗所以章云是同非別云云又孔目第一云非

即円通義云云31

問何故不名別教乎

答章云主伴不具足故云云

問主伴不具故名同教一乗不名別教一乗者同教中不説無尽義乎

答爾也不説

問爾何十重唯識章云帝網無碍故説唯識総具十重約同教説乎既帝

網無碍唯識約同教説云云何今云同教中不説無尽義

答新羅珍嵩記云同字謬也可作円字云云意可云約円教説不可云約同

教説云也

31 r若横依方便進趣法門即有二義通説一乗 一由依究寛一乗教成何以故従一乗流故又為一乗教所目

故 二句彼究寛円一乗為方便故説一乗非即円通自在義也」（『孔目章』巻一＜虚舎那仏品中雲集文末

普賢文中立一乗三乗義章＞T45538b) 


